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小・中学校国語科における交流による学習の質を高めるための具体的な手立てについて，特に「読むこと」

の学習におけるねらいの達成に向けたペア交流のモデル動画作成と活用を取り上げて検討した。まずモデ

ル動画作成の意義と留意点を明らかにした。またそれを踏まえて，学習指導要領の〔思考力，判断力，表現

力等〕「C 読むこと」の指導事項をねらいとする学習における，モデル動画の制作と活用の在り方を，小学

校第 1 学年及び第 2 学年から中学校第 3 学年まで，系統的に検討した。その結果，指導事項に対応したペ

ア交流があること，それをモデル動画にする過程で具体化していくことが教材研究として大きな意味をも

つこと，子供たちに視覚的に提示することが大きな効果を生むことを明らかにした。  

 
キーワード：モデル動画，ペア交流，ロングレンジの学習活動，教材研究，国語科  

 
 
１．問題の所在   
学習指導要領における「主体的・対話的で深

い学び」や中央教育審議会の「個別最適な学び」

と「協働的な学び」など，各教科等の学習で交

流を通して学ぶことの重要性が指摘されている。

国語科学習指導を対象とした先行研究において

も，授業におけるペア交流の観察と分析から，

子供たちの学びは質の高い交流を通して深まる

ことが明らかになっている。１  
しかし現状としては，授業にペアやグループ

あるいは学級全体での交流を位置付けてはいて

も，準備した考えを各々が説明するだけになっ

たり，発言する子供が一部に限られたり，指導

のねらいとは無関係な話し合いになったりする

状況も散見される。  
その原因は多岐にわたると考えられるが，そ

の一つに，学習活動における目指すべき交流の

姿が明確に描けていないことが挙げられる。具

体的な原因には「指導者自身が，合意形成を図

る話し合いに習熟しておらず，学習経験もほと

んどないため，指導にイメージをもちにくいと

いう問題」（萩中・米田，2016）などが指摘され
ている。例えば学習指導案の本時の学習活動の

記載に，「自分の考えをもつ」，「考えを交流する」

といった記述はあるものの，具体的にどのよう

なやり取りを目指すのかまでは想定されていな

いか，もしくは想定の記述があっても，「私は…

…だと思います。わけは……だからです。」とい

った個々人の意見表明を繰り返す形のみが想定

されているケースも多く見られる。  
こうした状況を打開する方策として開発が進

められている指導の手立てにペア交流等のモデ

ル動画の制作と活用がある。現在，共同研究を

進める複数の学校の取り組みから，交流を促進

する上で大きな効果があることが分かってきて

いる。しかし，まだその制作と活用における留

意点等は整理されてはいない。  
そこで本論考においては小・中学校国語科に

おける交流学習を促進する手立てとして，ペア

交流等のモデル動画の制作と活用を取り上げ，

どのような点を押さえて制作・活用していくこ

とが重要なのか，その系統性を踏まえつつ検討

することとする。  
 
２．モデル動画の制作と活用の意義   
(1) 本論考で解明を目指すモデル動画とは  
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モデル動画とは，学習活動における交流や発

信など，主に音声や動作を含む，学習のねらい

に即した活動の在りようを，動画に収録して子

供たちのモデルとして提供するものである。  
モデル動画は大別すると，その内容として，

単元の最終的なゴールとなる言語活動としての

紹介や説明，解説や推薦などの発信の様子を収

録するものと，その過程でのペアやグループで

の協議の様子を収録するものとに分けられる。  
本論考では，子供たちの学びを深める，学習

過程におけるペア交流のモデル動画に焦点を当

てて検討を進めていくこととする。また話し合

う能力そのものの育成をねらうのではなく，ね

らいに迫る学習方法としてのペア交流の在り方

を明らかにするためのモデル動画の制作と活用

方法を解明するため，小・中学校の「読むこと」

の学習指導におけるモデル動画の制作と活用を

分析・考察の対象とする。一例として挙げると，

下記のようなシーンを収録するものとなる。  
小学校第 2 学年物語文のモデル動画台本例  
（児童 A，B の発話。（  ）内は具体的な所

作。）  
A１：一緒にやろう。  
B１：うん。いいよ。（A と B 共に空いている
席に横に並んで座り，真ん中に本を開いて置

く。）  
A2：私が好きなのはここからここまでだよ。
（物語の好きな場面を指さす。）一緒に読も

う。せーの……（A，B 一緒に叙述を指さしな
がら A が好きな場面を声に出して読む。）  
B2：なんで，そこが好きなの？  
A3：だって，ここでこの子犬が，「うちにお
いでよ，一緒にストーブに当たろう。」って言

ってるよね。だから優しいなーって思ったか

ら。  
B3：確かに。この子犬優しいね。  
A4：B ちゃんはどこが好きなの？  
B4：私が選んだのは『フレデリック』だよ。
（ページをめくり）好きなのはここ！一緒に

読もう。……（以下略）  
本時の学習活動として位置付けた，選んだ物

語の大好きな場面の理由を明らかにするための

ペア交流などの学習活動に際し，前掲のような

やり取りを収録した動画を子供たちに提示し，

ペア交流の具体的なイメージを明確にもてるよ

うにすることをねらうものである。  
「書くこと」の領域の指導においてはこれま

でに，モデル文を用いた指導や研究が積み重ね

られてきた。例えば松尾・松岡（2022）は，中
学校第３学年の生徒を対象に，絵画の批評文を

モデルとして用い，その特徴を踏まえて批評文

の一部を書くことを通し，その有効性を検証し

ている。この研究では，プロの批評家による批

評文をモデル文例として示すことで，本来の批

評文がもつ特徴を明確に押さえられるようにし

ている。  
「書くこと」の実践等ではこうした実践や研

究が積み重ねられている一方で，動画でのモデ

ル制作は，先行実践及び研究はまだ少ない。  
なお，モデル動画を用いた指導のバリエーシ

ョンとして，前時までの子供たちのペア交流を

動画撮影し，本時以降のペア交流のモデルとす

る工夫もあるが，本論考においては教師がモデ

ルとなって制作するモデル動画に絞って考察を

進めることとする。  
 

(2) 先行の実践と研究  
こうしたモデル動画を用いた実践の先駆けと

なるものとして，大村はまの「台本型手引き」

の実践が挙げられる。この手引きは，グループ

での話し合いの場における司会者と参加者の発

話を具体的な形で示したものである。  
甲斐（2016）によれば，大村の「台本型手引

き」は，話し合いの展開が具体的な発話で示さ

れている文字通りの台本型の形式（展開例示型）

と，発言例には空欄や選択肢が設定され，自分

たちの状況に即して手引きを用いながら話し合

いを構成していくことができるよう話題の提示

や発言に対する確認，質問等，話し合われるべ

きことなど，話題について発言する観点が示さ

れている形式（観点提示型）とがあるとされて

いる。更には，大村の中学校第 1 学年から第 3
学年までの３年間を通した系統的な指導の中で

台本型手引きの形式が変化していることに着目
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し，「同じ台本型手引きでありながらその形式が

変化した要因は，学習経験の蓄積に求められる。

第三学年の段階では，展開例示形の手引きによ

って，発言の方法や話し合いの進行等は既習事

項となっている。そのため，話し合いの進行方

法や発言の仕方等を，具体的な展開例に即して

指導する必要性は減じていくものと考えられる」

としている。（p.85）  
すなわち，子供たちが学習目的の達成に向け

て自在に話し合うためには，その初期段階にお

いては具体的な発話のやり取りの例示が必要で

あり，習熟に伴って自分たちの状況に即して手

引きを用いながら話し合いを構成していくこと

ができるよう，学習者の実態や指導の系統性へ

の配慮がなされていることが分かる。  
(3) モデル動画の制作と活用のメリット  
 従来の話し合う活動に際した指導の手立てと
して，「私は……だと思います。わけは……だか

らです。」といった発言の型を例示する話型を用

いた指導や「話し方名人」，「聞き方名人」など，

話したり聞いたりする際のポイントをキーセン

テンスとして列挙して示す指導などが行われて

きた。ではこうした従前の指導に対してモデル

動画を用いた指導はどのような点でメリットが

あるのだろうか。  

①動画による視覚的な提示を可能にすること  
 第 1 のメリットは子供たちにとって視覚的に
モデルを提示できることである。話し合いの学

習は対人コミュニケーションであり，空間的な

状況に大きく影響を受ける。例えば「読むこと」

の単元における学習活動の一環としてのペア交

流であれば，対面で立って交流する場合と座っ

て横に並び，机の真ん中に本を開いて置いて交

流する場合とでは，交流の質は大きく異なって

くる。こうした空間的な状況を全て言語化して

ポイントとして提示した場合，その項目数は非

常に多くなってしまうのに対して，動画では視

覚的にそれらが一目瞭然となる。また，大村の

「台本型手引き」のような具体的な対話のやり

取りを更に動画で提示できるため，口調や間合

い，叙述をどのように指し示して交流するのか

といった所作までも子供たちに具体的に提示す

ることができる。こうした特長を生かすことに

より，子供たちにとって目指す学習の姿を一層

具体的に視覚化して提示することが可能となる。

大村の時代は動画撮影を日常的に指導に用いる

ことは困難だった。しかし，GIGA スクール構
想等の進展に伴い，一人一台端末が普及し，携

帯電話端末などでも簡便に動画撮影して大型モ

ニターで提示できるようになった現在では，大

村の指導の理念と現代の ICT を組み合わせた

実践の工夫が，動画によるモデル提示という形

になったとも言えるだろう。  
②子供たちの多様な実態に合った提示を可能に
すること  
 中央教育審議会教育課程企画特別部会の「論
点整理」（2025）では，今後の教育課程の在り方

の柱として，「多様性の包摂」が謳われている。

例えば言語の情報処理において文字情報の理解

に困難を抱える子供も，視覚情報や音声情報を

併用することで支援することも可能となる。こ

の点で動画によるモデル提示は，より多くの子

供たちにとって有益な手立てとなると考えられ

る。 

 また小学校低学年において，モデル動画を活

用した国語科「読むこと」の学習指導が行われ

た際，なかなか学習に集中できずにいた子供た

ちも，一斉にモデル動画に集中し，どのように

交流すればよいのかを理解することができた事

例も見られる。多様な学年・校種の多様な実態

にある子供たちを念頭に置いたとき，モデル動

画提示は大きな可能性をもつと考えられる。  

③教師の教材研究を促すこと  
 大村の「台本型手引き」は，大村が，目指す

生徒の協議の在りようを精緻に把握していたか

らこそ作成できたものでもある。  
 モデル動画は，その制作の過程において，子

供たちの具体のやり取りに加えて，指導のねら

いに応じてどのような所作を伴うべきなのかも

検討に迫られることとなる。前述のように，「読

むこと」の学習活動としてペア交流を取り入れ

るのであれば，文章を共有しやすい体勢で交流

を行う必要がある。更には指導事項に応じてど

のように叙述を引用して話し合うのかも異なっ

－ 121 －



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第８号）

―4― 
 

てくる。  
 こうした交流の在り方を具体的に想定する教

材研究を行うことで，子供たちの交流の質を高

める指導を行うことが可能となる。  
 なお，教師のモデル提示として，モデル動画

ではなく子供たちの目の前で演示することも考

えられる。この方法と比較した場合，モデル動

画は，子供に着目させたいねらいに迫る所作，

例えば複数の叙述を指し示してそれらを結び付

けて読む様子などをクローズアップして提示す

ることが可能である点や，何度も繰り返して視

聴できる点，一人一台端末に動画データを格納

し，個別最適なタイミングで視聴できる点など

がメリットとして挙げられる。  
また教科書会社等による既製のモデル動画を

活用することと比べて，教材研究を深めるとい

う機能に関しては，モデル動画を自作すること

の意義は非常に大きいと考えられる。ペア交流

のモデル動画制作であれば，一般的にはモデル

となるペアの２人と撮影者，計３名は撮影スタ

ッフが必要となる。このことは必然的に，協働

で教材研究を進めることをも意味する。ペア交

流のモデル動画撮影を通して，一人では難しい

授業の具体像の検討を，複数の教師が協力して

より精緻に進めることの契機ともなる。  
④教師の評価の精度を高め即時の支援を可能に
すること  

 モデル動画制作によって生み出される派生的

な効果として，教師のペア交流時における子供

たちの見取りの精度の向上や即時の支援がしや

すくなることが挙げられる。授業におけるペア

交流に際して，机間指導によって子供たちの状

況を見取り，瞬時に支援の声掛けを行うことは

容易なことではない。しかし事前にモデル動画

制作を通して，どのような所作が望ましいのか，

どのようなやり取りが想定できるのかなどを検

討することとなるため，子供たちの状況を見取

り手立てを打つ際に，即座の支援がより容易な

ものとなる。  
 
３．モデル動画制作上の留意点  
前項のモデル動画のメリットを生かし，子供

たちの交流の質を高めるための留意点を検討し

ていきたい。  
(1) 明確な単元構想の下での学習指導が前提  
モデル動画はそれ単体では効果を発揮しえな

い。あくまでも子供たちが必然性をもって交流

する場があり，その際にどのように交流すれば

目的をより良く実現できるかをつかみたいとい

う意識が強い場合に真の意味のモデルとなるか

らである。国語科は学習指導要領の教科目標の

冒頭に，「言葉による見方・考え方を働かせ，言

語活動を通して，国語で正確に理解し適切に表

現する資質・能力を次のとおり育成することを

目指す。」とあるように，言語活動を通して資質・

能力を育む教科である。より具体的には，単元

のゴールとなる言語活動に向かう中で資質・能

力を身に付ける学習活動が行われることとなる。

その学習活動の一つに交流がある。こうした単

元を構想し子供たちがゴールとなる言語活動に

向かう中で，目的や必然性を実感して交流でき

るようにすることが，モデル動画の機能を十分

に発揮させるための前提となる。  
(2) 指導のねらいや発達の段階を踏まえた具体
化が必要  
モデル動画を活用して行うペア交流は，あく

までも当該単元で育成を目指す資質・能力を確

実に身に付けるための手立てとなるものである。 

そのため，読むことの学習活動としてのペア交

流であれば，育成を目指す読むことの資質・能

力，より具体的には当該単元で指導する読むこ

との指導事項に応じた具体化が必要となる。言

い換えれば，モデル動画で提示する映像は，目

指す読むことの資質・能力を視覚化し顕在化す

るものでもある。    
(3) 自律的に学ぶための交流を重点的に位置付
けた授業改善において活用することが必要  
授業の展開の仕方は，指導のねらいや言語活

動の特質，そして子供たちの実態に応じて様々

に工夫されるものである。その中でもモデル動

画を効果的に活用できるのは，単位時間の学習

活動の中に重点的に交流を位置付けている場合

である。短時間で教師が指定した相手と交流す

るのみの授業形態の場合は，モデル動画の指導
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上の効果は極めて限定的になる。  
あくまでも「個別最適な学び」と「協働的な

学び」の一体的な実現を目指す中での学習の質

を高めるための指導の手立てとして，モデル動

画はその機能を十全に発揮することとなる。典

型的には，単元のゴールとなる言語活動の遂行

に向かって，本時の目当てを実現すべく，子供

自身がその意図を明確にして相手を選んでペア

交流を繰り返すような，いわゆるロングレンジ

の学習活動２において，子供たちにとってモデ

ル動画は大きな意味をもつものとなる。  
(4) 動画のメリットを生かした制作が重要  
モデル動画のメリットとしては先述のような

ことが挙げられるが，例えば着目した叙述を指

さすといった，指導のねらいを端的に表す所作

をクローズアップするなど，意図的なカメラワ

ークも重要になる。更に動画でのモデル提示に

おいては，ペアでのやり取りの口調も重要にな

る。従来の話型指導等においては，「私は……と

考えています。その根拠として……が挙げられ

ます。なぜなら……だからです。」など，改まっ

た口調の例が示される場合が多かった。オフィ

シャルな場ではこうした口調が必要となる一方

で，親密な間柄での相談や情報交換などを目的

とした対話では，より日常会話口調でのやり取

りが対話を促進する鍵となる。あくまでも相手

や目的，場の状況等に応じた口調の例示が重要

になる。  
(5) 子供の実態や意識に応じた提示や活用の仕
方の工夫が重要  
モデル動画の制作が様々な形で工夫を凝らし

て取り組まれ始めている現在，多様なシーンを

動画に盛り込むために，一般的に動画の時間が

長くなる傾向にある。国語科の本時の学習指導

において，ペア交流に先立って動画を視聴する

際，その全てを提示してしまうと本来重要なペ

ア交流の時間が圧迫されてしまうという矛盾が

生じる。そのため，前時までの子供の実態に応

じて，特に課題となるシーンを取り上げて視聴

して，交流のポイントを端的につかむことがで

きるようにするといった工夫が必要となる。  
また大村の実践にも見られた通り，眼前の子

供たちの実態や学習経験を踏まえた具体化が重

要なポイントとなる。  
(6) 制作と活用の繰り返しでより質の高いもの
にしていく工夫が重要  

 様々な条件を考慮してモデル動画の制作にあ

たることとなるため，最初から質の高い適切な

モデル動画を収録することは容易なことではな

い。モデル動画を活用した授業改善を継続して

いく中で，徐々に精度の高い動画にしていくと

いうスタンスで取り組むことが重要になる。携

帯電話端末や学習用一人一台端末の録画機能の

普及により，動画撮影は日常的なものとなって

いる。まずは試してみるという心づもりで着手

することが望ましい。  
 また，指導上の効果が大きいモデル動画では

あるが，全ての時間における交流の動画を制作

することは極めて困難である。基本的には主に

指導のねらいである指導事項が同じであれば，

他の単元等でも類似の交流形態を準用すること

が可能である。そのため，特に重点とする単元

を，年間指導計画を見通して選定し，その単元

で用いたモデル動画を他の単元でも準用したり，

身に付けた交流の仕方を活用できるようにした

りするといった工夫が重要になる。  
 
４．系統性を踏まえた「読むこと」の学習指導
におけるモデル動画制作の具体的ポイントと
活用の在り方  
前項までの検討を踏まえ，ここから具体的な

制作と活用の在り方を，能力の系統と発達の系

統の２つの視点から明らかにしていきたい。具

体的には，(1)小学校第 1 学年及び第 2 学年を取
り上げて，指導事項に応じた，すなわち能力の

系統に応じたモデル動画の制作と活用の在り方

を明らかにすることと，(2)小学校第 1 学年及び
第 2 学年から中学校第 3 学年までの発達の段階
に応じた系統的なモデル動画の制作と活用の在

り方を明らかにすることの２つの視点から検討

を進めることとする。  
(1) 指導事項の系統に応じたモデル動画制作と
活用のポイント～小学校第１学年及び第２学
年を例に～  
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現行の学習指導要領の小学校国語科〔思考力，

判断力，表現力等〕「C 読むこと」の指導事項

は，「構造と内容の把握」，「精査・解釈」，「考え

の形成」，「共有」の 4 つの系統で構成されてい
る。ただし中学校は，「考えの形成」に「共有」

が含まれて 3 つの系統となっている。ここでは
小学校第 1 学年及び第 2 学年の指導事項を例に，

それぞれの系統ごとに，モデル動画の制作と活

用に当たりどのような留意点が出てくるのかに

ついて考察を進める。  
これまでの実践を踏まえて，指導事項や想定

される言語活動に応じたモデル動画制作および

活用上の留意点を整理したものが次の表 1 であ
る。  

 
表 1 小学校第 1・2 学年「読むこと」の指導事項の系統から見たモデル動画の制作と活用のポイント  

系統  指導事項  想定される言語活動  モデル動画の制作と活用のポイント  

構 造 と 内 容

の把握（説明

的な文章）  

ア  時 間 的 な 順

序 や 事 柄 の 順 序

な ど を 考 え な が

ら，内容の大体を

捉えること。  

・（第 2 学年）図鑑や科

学読み物を読み，興味

をもった植物やそのす

ごいところを紹介する

活動。  

・科学読み物を読んで見付けた興味をもった

植物のページを開き，読む箇所を特定するシ

ーンを撮影。  

・見出しやリードを読むシーンで指さして読

む箇所をアップにする。（※４）  

・相手の子供（子供役の教師，以下同様）は，

「どんな植物？」などと尋ねて，その植物に

ついてのおよその説明を求める。（※５）  

構 造 と 内 容

の把握（文学

的な文章）  

イ  場 面 の 様 子

や 登 場 人 物 の 行

動など，内容の大

体を捉えること。  

・（第２学年）お気に入

りの物語の内容や好き

なところを，まだ読ん

でいない人に紹介する

活動。  

・誰が，どうして，どうなったかなどが分か

るページをめくって ,内容の大体を説明する

シーンを撮影。  

・相手の子供は「どんなお話なの？」などと

質問して，内容の大体の説明を促す。（※６） 

精 査 ・ 解 釈

（ 説 明 的 な

文章）  

ウ  文 章 の 中 の

重 要 な 語 や 文 を

考 え て 選 び 出 す

こと。  

・（第１学年）乗り物の

図鑑を読み，好きな乗

り物の仕事にぴったり

合ったつくりなど，す

ごいところを紹介する

活動。  

・仕事にぴったり合ったつくりについて「私

が選んだ乗り物は○○だよ。特にすごいとこ

ろはここ。一緒に読もう。」などと，乗り物の

すごいところを説明する上で重要な語や文を

特定して読むシーンを強調。（※７）  

・相手の子供は「どうしてそこがすごいと思

ったの？」などと，重要な語や文を用いてす

ごいと思った理由を説明することを促す。  

精 査 ・ 解 釈

（ 文 学 的 な

文章）  

エ  場 面 の 様 子

に着目して，登場

人 物 の 行 動 を 具

体 的 に 想 像 す る

こと。  

・（第１学年）大好きな

昔話のお気に入りの場

面で登場人物が話して

いることを，お話吹き

出しを使って想像して

紹介する活動  

・お気に入りの場面を二人で指さし，一緒に

声に出して読んだ後，相手の子供は「なんて

言っていると思うの？」などと問い，説明者

側の子供が白抜きの吹き出しのカード（お話

吹き出し）を当ててその場面の会話を具体的

に想像していく様子を撮影。（※８）  

考えの形成  オ  文 章 の 内 容

と 自 分 の 体 験 と

を結び付けて，感

想をもつこと。  

・（第２学年）お話の好

きなところの理由を，

自分の体験と結び付け

て説明する活動  

・好きな場面を一緒に声に出して読み，その

理由を「自分も…したことがあって」などと

体験と結び付けて説明する様子を撮影。（※９） 

・体験と結び付けた理由を説明する際には，
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精 査 ・ 解 釈

（ 説 明 的 な

文章）  

ウ  文 章 の 中 の

重 要 な 語 や 文 を

考 え て 選 び 出 す

こと。  

・（第１学年）乗り物の

図鑑を読み，好きな乗

り物の仕事にぴったり

合ったつくりなど，す

ごいところを紹介する

活動。  

・仕事にぴったり合ったつくりについて「私

が選んだ乗り物は○○だよ。特にすごいとこ

ろはここ。一緒に読もう。」などと，乗り物の

すごいところを説明する上で重要な語や文を

特定して読むシーンを強調。（※７）  

・相手の子供は「どうしてそこがすごいと思

ったの？」などと，重要な語や文を用いてす

ごいと思った理由を説明することを促す。  

精 査 ・ 解 釈

（ 文 学 的 な

文章）  

エ  場 面 の 様 子

に着目して，登場

人 物 の 行 動 を 具

体 的 に 想 像 す る

こと。  

・（第１学年）大好きな

昔話のお気に入りの場

面で登場人物が話して

いることを，お話吹き

出しを使って想像して

紹介する活動  

・お気に入りの場面を二人で指さし，一緒に

声に出して読んだ後，相手の子供は「なんて

言っていると思うの？」などと問い，説明者

側の子供が白抜きの吹き出しのカード（お話

吹き出し）を当ててその場面の会話を具体的

に想像していく様子を撮影。（※８）  

考えの形成  オ  文 章 の 内 容

と 自 分 の 体 験 と

を結び付けて，感

想をもつこと。  

・（第２学年）お話の好

きなところの理由を，

自分の体験と結び付け

て説明する活動  

・好きな場面を一緒に声に出して読み，その

理由を「自分も…したことがあって」などと

体験と結び付けて説明する様子を撮影。（※９） 

・体験と結び付けた理由を説明する際には，

―7― 
 

 
この表 1 には，「系統」として指導事項の系統

を，「指導事項」として当該の指導事項を記載し

ている。また「想定される言語活動」として，

その指導事項を指導するのにふさわしい典型的

な言語活動を例示している。そして「モデル動

画の制作と活用のポイント」として，想定され

る留意点等を記載している。なお，それぞれの

指導事項に共通する留意点を表の下部に記載し

ている。  
表１からは各指導事項を通じて留意する点

（〔共通する留意事項〕）と，それぞれの指導事

項に固有の留意点があることが分かる。表中に

※を付した主なポイントについて補足すると以

下の通りである。  
①〔共通する留意事項〕について  
 表 1 下部に示した※１のように，動画ではペ
ア交流の際の空間的な状況を明示する。立った

ままでの交流では，叙述を指し示しにくく，相

手と文章を共有しづらいなどの理由から読むこ

との能力を十分に育成できないため，ペアを組

んだら空いている席に座って交流するといった

所作を提示する。また※２のように，指さして

叙述を確認しながら交流する様子を明確に提示

する。その際，カメラワークとしてペアの背後

から撮影し，叙述を指さしているところをアッ

プにする。こうした手立ては，絵や写真のみに

着目して本文から離れた対話交流に陥ることを

避けることを意図するものである。  
モデル動画の開発当初は，ペアの前方から撮

影することが多かったが，その方向からの映像

では，叙述を指さしている様子を強調できない。

その結果，子供たちの交流でも叙述を確認しな

い交流が多く見られる傾向にあることが分かっ

てきた。そのため，現在ではペアの背後に回っ

て２人の真ん中から撮影することが多くなって

いる。  

体験した主体である説明する子供の表情を映

すが，叙述を指さして読むシーンを交互に入

れる。撮影位置は２人の後方からではなく，

斜め前から。（※10）  

共有  カ  文 章 を 読 ん

で 感 じ た こ と や

分 か っ た こ と を

共有すること。  

・（第２学年）同じ物語

を読んでいる友達とペ

アになり，お話の面白

いところや想像したこ

と な ど を 伝 え 合 う 活

動。  

・オと同様に，ペアの斜め前から撮影し，叙

述を指さして説明するシーンと説明する子供

の表情とを交互に映し出し，共有する様子を

表現。（※11）  

・日常会話口調に加えて，「それ聞いて私も思

ったんだけど，」など，やり取りによるリアル

タイムの読みの表出を意図的に例示。  

〔共通の留意事項〕  

・ペアを組んだら横に並んで座り，先に説明している子供の本を真ん中に開いて置くシーンをアップで強調

する。その際，二つの机はぴたりと付けた状態とする。（※１）  

・指さして読む際には，「一緒に読もう」などと声をかけて，二人で叙述を確認して声に出して読むシーン

を収録。オ，カの指導事項をねらいとする場合以外は，基本的には二人の後方から指さしている箇所をアッ

プにして撮影し，叙述を確認しながら交流する様子を強調。（※２）  

・一方的に説明する形ではなく，尋ねたり応答したりするなど，対話のモデルとなるようにする。  

・対話の口調は，日常会話口調となるようにする。（※３）  

・並行読書マトリックスなど，相手を判断する手掛かりを活用するシーンを冒頭に入れてもよい。その際

は，「まだちょっと自信がないから，同じ本を選んでいる人と交流しよう。」などといった発話のシーンを入

れて判断の例を示す。  

・必要に応じてテロップ等を入れ，ポイントや発話内容を明示してもよい。  

－ 125 －



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第８号）

―8― 
 

 対話口調については，開発当初は比較的固い

口調が多かったが，そのモデル提示では子供の

やり取りが形式的になりがちであった。そこで

親密な間柄でのペア対話であるという状況を踏

まえ，※３のように可能な限り児童が日常的に

会話する口調を用いて例示することとしている。 
②「構造と内容の把握」について  
 小学校第 1 学年及び第 2 学年の構造と内容の
把握の指導事項は，説明的な文章と文学的な文

章の 2 つが示されている。  
説明的な文章の構造と内容の把握の指導事項

は「ア 時間的な順序や事柄の順序などを考え

ながら，内容の大体を捉えること。」である。ま

た文学的な文章では「イ 場面の様子や登場人

物の行動など，内容の大体を捉えること。」であ

る。いずれも内容の大体を捉えて読む能力を映

像で提示することがポイントとなる。そのため，

アでは科学読み物の見開きの「見出し」や「リ

ード」を確認する様子を強調する。（※４）こう

した箇所に「内容の大体」が説明されているこ

とが多いからである。また相手の子供の尋ね方

として「どんな植物？」と尋ねることで，説明

役の子供がその植物を概説することを引き出せ

るようにすることもポイントとなる。（※５）こ

れに対してウをねらう場合は，「（その植物の）

どこがすごいの？」といった問いかけをするこ

ととなる。  
イでは，「内容の大体を捉える」ことが「誰が，

どうして，どうなったか」などを大づかみに把

握することであることを踏まえ，それらが分か

るページを挿絵などを手掛かりにめくって説明

する様子を収録する。また※５と同様に相手の

子供が「どんなお話なの？」と尋ねることで，

物語の内容の大体を説明することを引き出して

いく。（※６）  
③精査・解釈について  
 小学校第 1 学年及び第 2 学年の精査・解釈の
指導事項は，説明的な文章と文学的な文章の 2
つが示されている。  
説明的な文章の構造と内容の把握の指導事項

は「ウ 文章の中の重要な語や文を考えて選び

出すこと。」である。また文学的な文章では「エ  

場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体

的に想像すること。」である。ウの指導の場合，

子供自身が着目した「文章の中の重要な語や文」

を指し示して説明する様子をアップにする。（※

７）その際，写真などだけを指し示す映像にな

らないよう留意する。  
またエの場合は，お話吹き出しを絵に当てて

会話を想像する様子に加えて，頻繁に元の文や

文章を指し示して声に出して読み，引用しなが

ら説明する様子を映像化する。（※８）  
④考えの形成について  
小学校第 1 学年及び第 2 学年の精査・解釈の

指導事項は，「オ 文章の内容と自分の体験とを

結び付けて，感想をもつこと。」である。対話例

としては，※９のように，体験と結び付ける典

型的な言い回しである「自分も……したことが

あるから」といったものを意図的に例示する。

また「構造と内容の把握」や「精査・解釈」と

異なり，結び付ける体験の主体である子供の表

情をより重点的に映し出すこととなる。ただし，

文章から離れた体験談のやり取りに終始しない

よう，叙述を指さして読むなど，叙述を引用し

て交流しているシーンを交互に入れた映像とす

る。（※10）  
④共有について  
共有の資質・能力は，他者の読みとの関わり

で自らの読みを問い直す力でもある。そこでペ

ア交流の場合は，２人のやり取りを表情と共に

映し出すといった工夫が考えられる。ただしこ

こでも※10 と同様に，頻繁に叙述を指さして引
用して交流する様子を併せて強調する必要があ

る。（※11）  
(2) 発達の段階に応じたモデル動画制作と活用
のポイント  

 ここからは，小学校第１学年及び第２学年か

ら中学校第 3 学年までの発達の段階に応じたモ
デル動画のポイントを検討していく。なお，「読

むこと」の中でも特に発達の段階に応じた特徴

が顕著な「精査・解釈」の指導事項を取り上げ

ることとする。３  

各学年のポイントをまとめたものが次の表 2
である。  
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 対話口調については，開発当初は比較的固い

口調が多かったが，そのモデル提示では子供の

やり取りが形式的になりがちであった。そこで

親密な間柄でのペア対話であるという状況を踏

まえ，※３のように可能な限り児童が日常的に

会話する口調を用いて例示することとしている。 
②「構造と内容の把握」について  
 小学校第 1 学年及び第 2 学年の構造と内容の
把握の指導事項は，説明的な文章と文学的な文

章の 2 つが示されている。  
説明的な文章の構造と内容の把握の指導事項

は「ア 時間的な順序や事柄の順序などを考え

ながら，内容の大体を捉えること。」である。ま

た文学的な文章では「イ 場面の様子や登場人

物の行動など，内容の大体を捉えること。」であ

る。いずれも内容の大体を捉えて読む能力を映

像で提示することがポイントとなる。そのため，

アでは科学読み物の見開きの「見出し」や「リ

ード」を確認する様子を強調する。（※４）こう

した箇所に「内容の大体」が説明されているこ

とが多いからである。また相手の子供の尋ね方

として「どんな植物？」と尋ねることで，説明

役の子供がその植物を概説することを引き出せ

るようにすることもポイントとなる。（※５）こ

れに対してウをねらう場合は，「（その植物の）

どこがすごいの？」といった問いかけをするこ

ととなる。  
イでは，「内容の大体を捉える」ことが「誰が，

どうして，どうなったか」などを大づかみに把

握することであることを踏まえ，それらが分か

るページを挿絵などを手掛かりにめくって説明

する様子を収録する。また※５と同様に相手の

子供が「どんなお話なの？」と尋ねることで，

物語の内容の大体を説明することを引き出して

いく。（※６）  
③精査・解釈について  
 小学校第 1 学年及び第 2 学年の精査・解釈の
指導事項は，説明的な文章と文学的な文章の 2
つが示されている。  
説明的な文章の構造と内容の把握の指導事項

は「ウ 文章の中の重要な語や文を考えて選び

出すこと。」である。また文学的な文章では「エ  

場面の様子に着目して，登場人物の行動を具体

的に想像すること。」である。ウの指導の場合，

子供自身が着目した「文章の中の重要な語や文」

を指し示して説明する様子をアップにする。（※

７）その際，写真などだけを指し示す映像にな

らないよう留意する。  
またエの場合は，お話吹き出しを絵に当てて

会話を想像する様子に加えて，頻繁に元の文や

文章を指し示して声に出して読み，引用しなが

ら説明する様子を映像化する。（※８）  
④考えの形成について  
小学校第 1 学年及び第 2 学年の精査・解釈の

指導事項は，「オ 文章の内容と自分の体験とを

結び付けて，感想をもつこと。」である。対話例

としては，※９のように，体験と結び付ける典

型的な言い回しである「自分も……したことが

あるから」といったものを意図的に例示する。

また「構造と内容の把握」や「精査・解釈」と

異なり，結び付ける体験の主体である子供の表

情をより重点的に映し出すこととなる。ただし，

文章から離れた体験談のやり取りに終始しない

よう，叙述を指さして読むなど，叙述を引用し

て交流しているシーンを交互に入れた映像とす

る。（※10）  
④共有について  
共有の資質・能力は，他者の読みとの関わり

で自らの読みを問い直す力でもある。そこでペ

ア交流の場合は，２人のやり取りを表情と共に

映し出すといった工夫が考えられる。ただしこ

こでも※10 と同様に，頻繁に叙述を指さして引
用して交流する様子を併せて強調する必要があ

る。（※11）  
(2) 発達の段階に応じたモデル動画制作と活用
のポイント  

 ここからは，小学校第１学年及び第２学年か

ら中学校第 3 学年までの発達の段階に応じたモ
デル動画のポイントを検討していく。なお，「読

むこと」の中でも特に発達の段階に応じた特徴

が顕著な「精査・解釈」の指導事項を取り上げ

ることとする。３  

各学年のポイントをまとめたものが次の表 2
である。  
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表２  「読むこと」「精査・解釈」の指導における発達の段階によるモデル動画の制作と活用のポイント  

学年  指導事項  想定される言語

活動  

モデル動画の制作と活用のポイント  

（小学校第 1 学年及び第 2 学年は表 1 に同じ。）  

小学校  

第 3 学

年 及 び

第 4 学

年  

ウ 目的を意識して，中心

となる語や文を見付けて

要約すること。  

 

・興味をもった

科学的事象につ

いて，要約して

その仕組みなど

を説明する活動  

・科学読み物などの資料について，目次や索引を

使って必要なページを特定する様子を撮影。※12 

・説明役の子供は，最も伝えたいことを述べた上

で，その内容を説明する上で中心となる語や文

を，複数ページに渡って指摘し，それらを，ペー

ジをめくりながら口頭でつなげて要約してみる

検討の様子を収録する。（※12）  

エ  登場人物の気持ちの

変化や性格，情景につい

て，場面の移り変わりと結

び付けて具体的に想像す

ること。  

・心に残る物語

の印象に残るシ

ーンとそのわけ

を紹介する活動  

・印象に残るわけを明らかにするためのペア交

流において，印象に残った場面の前の場面や後の

場面から理由となる場面を見付けて，ページをめ

くって説明する様子を収録。（※13）  

・相手役の子供が「どうしてそこが印象に残った

の？」などと尋ね，説明役の子供は，「えーっと，

前の場面では……だったのに，ここでは……だか

ら。」などと説明するやり取りを強調。（※14）  

小学校  

第 5 学

年 及 び

第 6 学

年  

ウ 目的に応じて，文章と

図表などを結び付けるな

どして必要な情報を見付

けたり，論の進め方につい

て考えたりすること。  

 

 

・課題意識をも

つて複数の文献

から必要な情報

を集めて考えを

発信する活動  

 

 

・課題に関わる複数の情報を組み合わせて説明

するため，複数の文献を交互に開いて用いたり，

更に新たな文献をブックトラックに取りに行き，

情報として付け加えて説明したりする様子など

を提示。（※15）  

・どちらの資料を選ぶか迷っている，といった相

談するためのペア交流を強調。  

エ  人物像や物語などの

全体像を具体的に想像し

たり，表現の効果を考えた

りすること。  

・物語の魅力を

推薦する活動  

・当該の作品の色々な叙述を，ページを開いて結

び付けて説明したり，後書きなどの文章を用い

て，推薦理由をはっきりさせたりしていく様子を

提示。（※16）  

中学校  

第 1 学

年  

ウ  目的に応じて必要な

情報に着目して要約した

り，場面と場面，場面と描

写などを結び付けたりし

て，内容を解釈すること。 

エ 文章の構成や展開，表

現の効果について，根拠を

明確にして考えること。  

・説明すべき内

容を文章から見

付け，要約して

説明する活動  

・要約の目的に応じて，どの叙述をどう用いるか

を相談するシーンを収録。自分が何を説明したい

のかを相手に伝えた上で，資料の叙述を用いて口

頭で要約する様子を強調。（※17）  

・作品がもつ魅

力について，効

果的な表現の工

夫などに着目し

て解説する活動  

・当該の作品に関連する作品や作者の情報など

も参考にして，作者特有の表現の魅力などについ

てその良さを解説していくシーンを収録。  
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 発達の段階に応じた指導に配慮する視点から

補足すると，小学校第１学年及び第２学年では，

文章中の単一の叙述に着目するシーンを強調

（表 1※７，８）するのに対して，第３学年及
び第４学年では複数の叙述を結び付けるシーン

を強調する。（※12，13）また具体的な発話も，
場面の移り変わりや気持ちの変化を端的に表す

言い回しを例示する。（※14）第５学年及び第６
学年では更に複数の文献を用いて解釈するシー

ンを収録する。これは，指導事項ウに示す「目

的に応じて，」「必要な情報を見付ける」際の具

体的な読書行為を例示するものである。（※15）
また指導事項エに示す「物語の全体像」を「具

体的に想像」する手掛かりの一例として後書き

中学校  

第 2 学

年  

イ  目的に応じて複数の

情報を整理しながら適切

な情報を得たり，登場人物

の言動の意味などについ

て考えたりして，内容を解

釈すること。  

ウ  文章と図表などを結

び付け，その関係を踏まえ

て内容を解釈すること。  

エ  観点を明確にして文

章を比較するなどし，文章

の構成や論理の展開，表現

の効果について考えるこ

と。  

・文献情報を読

んで集めた情報

を活用し，出典

を明らかにしな

がら，考えたこ

となどを提案す

る活動  

・自分が提案するための提案理由や提案内容等

を具体化する資料を複数集め，資料の出どころの

確かさなどを考慮し，どの資料を用いるかを検討

し合うシーンを収録。机上に複数の資料を開いて

置き，それぞれの叙述を指摘しつつ相手にもそれ

を示して，交流相手が文章を読んで確認した上で

意見を述べる様子を強調。（※18）  

・検討の際，自分の提案の趣旨を相手に伝えた上

で，資料の妥当性について，そこに含まれる図表

との関係なども踏まえて相談する様子を強調。  

・小説などを読

み，引用して解

説したり，考え

たことなどを伝

え合ったりする

活動  

・文章中に見出した登場人物の言動の意味を，他

の場面での言動と関係付けたり同一作家の他の

小説の類似の場面を結び付けたりして考え，作品

の魅力を解説するシーンを収録。  

・同一作家の作品を読み比べるなどして，作家に

特有の展開の仕方などを取り上げて展開の効果

を解説するシーンを例示。（※19）  

中学校  

第 3 学

年  

イ  文章を批判的に読み

ながら，文章に表れている

ものの見方や考え方につ

いて考えること。  

ウ  文章の構成や論理の

展開，表現の仕方について

評価すること。  

・論説や報道の

文章を比較する

などして読み，

理解したことや

考えたことにつ

いて討論したり

文章にまとめた

りする活動  

・共通テーマに関して，それぞれに収集した情報

について検討し合い，文章に表れているものの見

方や考え方，論理の展開などを踏まえて評価し合

うシーンを収録。  

・書きまとめに際し，「つまりこういう整理でい

いよね。」などと確認するシーンを強調。（※20） 

・小説を読み，

批評する活動  

・当該の小説の具体的な叙述を指摘しつつ，後書

きや作家の情報に関する文献なども関連付けて

評価し合うシーンを収録。  

〔共通の留意事項〕  

・一方的に説明する形ではなく，尋ねたり応答したりするなど，対話のモデルとなるようにする。  

・対話の口調は，相談や検討，文章化するに当たっての確認など，その目的に合った会話口調となるように

する。  

・ペア交流形態を想定しているが，実際の学習形態に合わせて，グループ協議などの形にしてもよい。  

・必要に応じてテロップ等を入れ，ポイントや発話内容を明示してもよい。  
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 発達の段階に応じた指導に配慮する視点から

補足すると，小学校第１学年及び第２学年では，

文章中の単一の叙述に着目するシーンを強調

（表 1※７，８）するのに対して，第３学年及
び第４学年では複数の叙述を結び付けるシーン

を強調する。（※12，13）また具体的な発話も，
場面の移り変わりや気持ちの変化を端的に表す

言い回しを例示する。（※14）第５学年及び第６
学年では更に複数の文献を用いて解釈するシー

ンを収録する。これは，指導事項ウに示す「目

的に応じて，」「必要な情報を見付ける」際の具

体的な読書行為を例示するものである。（※15）
また指導事項エに示す「物語の全体像」を「具

体的に想像」する手掛かりの一例として後書き

中学校  

第 2 学

年  

イ  目的に応じて複数の

情報を整理しながら適切

な情報を得たり，登場人物

の言動の意味などについ

て考えたりして，内容を解

釈すること。  

ウ  文章と図表などを結

び付け，その関係を踏まえ

て内容を解釈すること。  

エ  観点を明確にして文

章を比較するなどし，文章

の構成や論理の展開，表現

の効果について考えるこ

と。  

・文献情報を読

んで集めた情報

を活用し，出典

を明らかにしな

がら，考えたこ

となどを提案す

る活動  

・自分が提案するための提案理由や提案内容等

を具体化する資料を複数集め，資料の出どころの

確かさなどを考慮し，どの資料を用いるかを検討

し合うシーンを収録。机上に複数の資料を開いて

置き，それぞれの叙述を指摘しつつ相手にもそれ

を示して，交流相手が文章を読んで確認した上で

意見を述べる様子を強調。（※18）  

・検討の際，自分の提案の趣旨を相手に伝えた上

で，資料の妥当性について，そこに含まれる図表

との関係なども踏まえて相談する様子を強調。  

・小説などを読

み，引用して解

説したり，考え

たことなどを伝

え合ったりする

活動  

・文章中に見出した登場人物の言動の意味を，他

の場面での言動と関係付けたり同一作家の他の

小説の類似の場面を結び付けたりして考え，作品

の魅力を解説するシーンを収録。  

・同一作家の作品を読み比べるなどして，作家に

特有の展開の仕方などを取り上げて展開の効果

を解説するシーンを例示。（※19）  

中学校  

第 3 学

年  

イ  文章を批判的に読み

ながら，文章に表れている

ものの見方や考え方につ

いて考えること。  

ウ  文章の構成や論理の

展開，表現の仕方について

評価すること。  

・論説や報道の

文章を比較する

などして読み，

理解したことや

考えたことにつ

いて討論したり

文章にまとめた

りする活動  

・共通テーマに関して，それぞれに収集した情報

について検討し合い，文章に表れているものの見

方や考え方，論理の展開などを踏まえて評価し合

うシーンを収録。  

・書きまとめに際し，「つまりこういう整理でい

いよね。」などと確認するシーンを強調。（※20） 

・小説を読み，

批評する活動  

・当該の小説の具体的な叙述を指摘しつつ，後書

きや作家の情報に関する文献なども関連付けて

評価し合うシーンを収録。  

〔共通の留意事項〕  

・一方的に説明する形ではなく，尋ねたり応答したりするなど，対話のモデルとなるようにする。  

・対話の口調は，相談や検討，文章化するに当たっての確認など，その目的に合った会話口調となるように

する。  

・ペア交流形態を想定しているが，実際の学習形態に合わせて，グループ協議などの形にしてもよい。  

・必要に応じてテロップ等を入れ，ポイントや発話内容を明示してもよい。  
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を参照する様子を例示するなどの工夫も考えら

れる。（※16）  
 中学校ではより意図を明確にした交流のモデ

ルを例示する。そのため，自分の目的を相手に

示した上で交流する（※17）様子や，目的に照
らしてどちらがより適切かを相談（※17）した
り検討（※18）したりするやり取りを例示して
いく。  
 ※19 では，指導のねらいとする「論理の展開」
について考える際の一例として，同一作家の作

品を読み比べることを例示している。論理の展

開について考える際には他にも様々な読み方が

想定できるが，中学校第 2，3 学年では逐一の例
示ではなく，代表的なものを提示し，既習学習

を生かして子供たちが具体的に学習を進められ

るようにモデルを提示する。※20 もあくまでも
例示にとどめるが，交流の目的である「文章に

表れているものの見方や考え方」を明確にする

ことを意識して自在に話し合いを進めていくこ

とができるようなモデル提示となるよう留意す

る。  
 
５．まとめ  
ペア交流のモデル動画は，交流の質を高める

ための手立ての一つである。開発当初は交流に

当たっての複数の留意点を子供たちと視覚的に

共有するための手法として用いたものであった

が，子供たちの主体的で自律的な交流を引き出

すための手立てとして大きな可能性をもつこと

が分かってきた。  
ただし，その効果を発揮するには第 1 に，授

業者自身がモデル動画の意図を明確に押さえて

用いることが前提になる。意図が不明確なまま

手立てを取り，効果があまり得られずにその手

立てが用いられなくなっていった実践は数多い。

形式的に動画を用いなければならないという理

解の下での実践では準備の負担ばかりが大きく

なってしまう。  
本論考では，更なる実践の広がりの礎となる

べくモデル動画の制作と活用の在り方の整理を

試みたところであり，モデル動画活用のメリッ

トを押さえた上での実践が重要になると考えて

いる。  
第 2 には，「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の一体的な実現や，多様性の包摂を志向す

る，今後一層求められる学習指導の改善の中で

こそ機能するということである。子供たちが自

らの，あるいは互いの課題解決のためにより良

く交流したいと思えばこそモデル動画が必然性

をもって子供たちの学びの支えとして生きて働

くものとなる。またそのためには，授業構想自

体が子供主体の自律的に学びを調整できるよう

なものであり，子供たちの目的意識や必然性を

実感できる交流を重点的に位置付けたものとす

る必要がある。教師が一斉学習場面で発問を続

ける指導や，教科書「を」教える指導に終始す

るのであれば，子供たちが交流を通して深い学

びに至ることは難しくなるし，モデル動画もな

くてよいものとなってしまう。  
第 3 には，実践の繰り返しによる知見の積み

重ねによって，様々な局面に応じた手立てにな

るということである。本論考は，これまでに取

り組まれてきたモデル動画を活用した実践を念

頭に置いて整理を図ったものであるが，もちろ

んすべてのケースを網羅できているわけではな

い。今後より多様な局面での実践開発が求めら

れる。  
その際，必ずしも最初から完成度の高い動画

制作を目指す必要はない。授業実践と同様に，

日常的な実践と改善の積み重ねが極めて重要な

ものとなる。動画撮影はコロナ禍以前と比較し

て極めて学習の中に取り入れやすくなった。そ

うした簡便さを生かした日常的な取り組みが大

切になる。  
モデル動画を活用した実践が今後一層広がっ

ていくことで，多様な実態にある眼前の子供た

ち一人一人の具体的な学びの姿を十分に念頭に

置いた実践展開も可能となるものと考えている。 
 
注   

1)本論考に先立つ検討（水戸部，2025）では，ペア

交流の繰り返しを通して，子供がより確かな読み

を進めていく過程を明らかにしている。  

2)ロングレンジの学習活動とは，「子供たちが魅力
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的な言語活動のゴールに向かい，ゴールイメージ

や解決方法などの見通しをもって，学習活動等を

選んだり決めたりするなど試行錯誤しつつ，自律

的に判断して学習活動を進めるための一定程度

の長い時間を確保した柔軟な学習活動の枠組」で

ある。（水戸部，2023）特定の型にはめた学習の

姿ではないが，一例としては，子供たちが本時の

目的（例えば物語の大好きなところを紹介するこ

とに向けて，好きなわけをはっきりさせるなど。）

を実現するために，相手を選んでペア交流を 20

～30 分程度繰り返し，好きなわけを明確にして

いくといった学習活動が想定される。  

3)平成 29 年版の小学校及び中学校の学習指導要

領・国語の〔思考力，判断力，表現力等〕「C 読

むこと」の「精査・解釈」の指導事項は，小学校

では説明的な文章に関する事項と文学的な文章

に関する事項とに分けて示されている。一方中学

校では，内容面に着目した精査・解釈の事項と，

形式面に着目した精査・解釈の事項とに分けて示

されている。表 2 では，各学年で想定される言語

活動を説明的な文章と文学的な文章の例を各 1

例ずつ示し，それに応じたモデル動画の制作と活

用の際の配慮点を書き出す形式を採った。  
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